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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
を
考
え
る

　
◆
特
集
に
あ
た
っ
て

　

い
ま
世
界
中
で
対
応
す
べ
き
問
題
、
そ
れ
は
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
」
へ
の
対
応
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
安
倍
自
公
政
権
の
対
応
に
つ
い
て
、メ
ル
ケ
ル
首
相（
独
）

や
マ
ク
ロ
ン
大
統
領（
仏
）の
発
言
を
紹
介
し
な
が
ら
そ
の
問

題
点
を
提
示
す
る（
外
国
の
対
応
は
本
特
集
稲
論
文
参
照
）。

　

ま
ず
、
安
倍
自
公
政
権
の
政
策
は
「
市
民
を
守
る
」
た
め

に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
、
致
命
的
欠
陥
が
あ
る
。
三
月
一

二
日
の
テ
レ
ビ
演
説
で
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は
「
自
宅
待
機
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
被
雇
用
者
に
は
、
国
が
補
償
金
を
支
払
い

ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
ド
イ
ツ
が
導
入
し
た
、

わ
れ
わ
れ
よ
り
も
大
規
模
で
簡
潔
な
制
度
を
参
照
し
た
い
」

と
述
べ
た
。
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
で
は
迅
速
に
「
生
活
保
障
」

「
休
業
補
償
」が
実
施
さ
れ
て
い
る
。一
方
、安
倍
首
相
は「
迅

速
」「
大
規
模
」
等
と
発
言
す
る
が
、
相
変
わ
ら
ず
「
口
先
」
だ

け
で
実
行
が
伴
わ
な
い
。
政
府
に
は
「
生
命
・
自
由
・
幸
福

追
求
権
」（
憲
法
一
三
条
）、「
生
存
権
」（
二
五
条
）等
を
根
拠
に
、

個
人
の
生
命
や
健
康
を
守
る
憲
法
上
の
義
務
が
あ
る
。
さ
ら

に「
外
出
自
粛
」「
営
業
自
粛
」を
求
め
た
以
上
、
政
府
の
そ
う

し
た
要
請
で
企
業
等
に
「
特
別
の
犠
牲
」
が
生
じ
れ
ば
、
憲

法
二
九
条
三
項
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
企
業
等
へ
の
補
償
を
行

う
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
安
倍
政
権
の
対
応
は
「
遅
く
て
不

十
分
」
で
あ
り
、
残
念
な
が
ら
失
業
者
や
倒
産
が
増
加
し
て

い
る
。
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は
三
月
一
二
日
、
一
六
日
の
テ
レ

ビ
演
説
で
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
決
定
の
重
要
性
に
言
及
し

て
い
る
が
、
日
本
で
は
「
科
学
的
知
見
に
基
づ
く
合
理
的
な

対
応
」（
本
特
集
上
昌
広
論
文
で
の
表
現
）が
と
ら
れ
て
い
な
い
。

「
教
育
を
受
け
る
権
利
」（
憲
法
二
六
条
）か
ら
は
、
経
済
的
事

情
で
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
人
が
生
じ
な
い
た
め
の
政
策
の

実
現
が
安
倍
自
公
政
権
に
は
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
で
も

安
倍
自
公
政
権
の
政
策
は
適
切
で
も
迅
速
で
も
な
い（
教
育

の
問
題
は
次
号
参
照
）。
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
は
経
済
学

的
視
点
か
ら
阿
部
太
郎
教
授
、
憲
法
的
視
点
か
ら
成
澤
孝
人

教
授
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。
経
済
に
関
し
て
は
、
マ
ク

ロ
ン
大
統
領
は
三
月
一
二
日
の
テ
レ
ビ
演
説
で
、「
こ
の
感
染

拡
大
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と
、
そ
れ
は
市
場
原
理
の
外
に
置

か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
物
品
や
役
務
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
」

と
発
言
し
た
。
感
染
拡
大
は「
新
自
由
主
義
」の
問
題
も
白
日

の
下
に
さ
ら
し
た（
広
渡
論
文
参
照
）。
米
軍
準
機
関
紙『
星
条

旗
』
二
〇
二
〇
年
四
月
二
日
付
で
、
タ
カ
派
と
目
さ
れ
て
い

る
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
ー
ト
氏
は
、
最
近
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
脅
威

と
な
っ
た
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
、
二
〇
一

六
年
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
挙
へ
の
ロ
シ
ア
の
介
入
、
地
球
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温
暖
化
、
コ
ロ
ナ
感
染
に
軍
事
力
は
役
に
立
た
な
い
こ
と
、

「
私
た
ち
に
必
要
な
の
は
Ｎ
95
マ
ス
ク
で
あ
っ
て
、
Ｆ
35
戦

闘
機
で
は
な
い
」
と
主
張
す
る
。
こ
う
し
た
発
言
も
、
今
後

の
日
本
の
財
政
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
重
要
な
示
唆
を
与

え
る
。

　

次
に
、
安
倍
自
民
党
は
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
口
実
に
し
た

改
憲
論
議
の
必
要
性
を
何
度
も
主
張
す
る
。
そ
も
そ
も
コ
ロ

ナ
感
染
に
対
応
で
き
て
い
な
い
原
因
は
安
倍
自
公
政
権
に
あ

る（
丸
山
論
文
参
照
）。
た
と
え
ば
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
」
の

必
要
性
は
二
月
以
降
、
繰
り
返
し
主
張
さ
れ
て
き
た
が
、
今

な
お
十
分
で
な
い
。「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
」
に
憲
法
改
正
は

必
要
な
い
。
憲
法
を
改
正
し
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
コ
ロ

ナ
対
策
と
は
具
体
的
に
何
な
の
か
？　

コ
ロ
ナ
対
策
の
不
十

分
さ
を
憲
法
の
せ
い
に
す
る
の
は
責
任
転
嫁
で
あ
る
。
さ
ら

に
は
改
憲
論
の
内
容
も
お
粗
末
で
あ
る
。
例
を
挙
げ
よ
う
。

四
月
三
日
、
新
藤
義
孝
氏
の「
メ
モ
」に
記
さ
れ
た
検
討
事
項

に
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
た
め
、
二
〇
二
一
年
一
〇
月
の
衆
議

院
の
任
期
満
了
ま
で
に
総
選
挙
が
で
き
な
い
場
合
に
備
え
た

改
憲
論
議
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
安
倍
自
公
政
権
は
二
〇
二

一
年
一
〇
月
ま
で
も
こ
う
し
た
状
況
を
克
服
で
き
な
い
政
治

し
か
で
き
な
い
の
か
。
二
〇
二
一
年
一
〇
月
の
衆
議
院
選
挙

が
実
施
で
き
な
い
ほ
ど
の
コ
ロ
ナ
感
染
と
い
う
の
な
ら
、
自

民
党
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
を
諦
め
た

の
か
？　

こ
う
し
た
想
定
で
改
憲
議
論
を
す
る
こ
と
が
ナ
ン

セ
ン
ス
だ
と
自
民
党
は
思
わ
な
い
の
だ
ろ
う
か（
改
憲
論
議
に

つ
い
て
は
小
沢
論
文
参
照
）。

　

実
際
、フ
ラ
ン
ス
で
は「
公
衆
衛
生
緊
急
事
態
法
」（la loi d

’ 

état d

’urgence sanitaire

）、
ド
イ
ツ
で
は「
感
染
症
保
護
法
」

（Infektionsschutzgesetz

）を
根
拠
に
コ
ロ
ナ
感
染
に
対
応
し

て
い
る（
フ
ラ
ン
ス
に
関
し
て
は
前
号
植
野
論
文
参
照
）。
外
国

を
見
て
も
、
コ
ロ
ナ
対
策
は
法
律
レ
ベ
ル
で
十
分
可
能
で
あ

る
。
さ
ら
に
留
意
す
べ
き
は
、
外
出
禁
止
な
ど
の
強
制
措
置

が
法
律
レ
ベ
ル
で
あ
っ
て
も
、
権
利
・
自
由
や
民
主
主
義
を

侵
害
す
る
危
険
性
で
あ
る
。
マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は
三
月
一
六

日
の
テ
レ
ビ
演
説
で「
公
衆
衛
生
緊
急
事
態
法
案
」（
三
月
二
三

日
成
立
）に
関
し
て
「
民
主
的
な
生
活
と
国
会
統
制
」
の
必
要

性
に
言
及
し
、
四
月
一
三
日
の
テ
レ
ビ
演
説
で
も「
こ
の
流
行

が
民
主
主
義
を
弱
め
た
り
何
ら
か
の
自
由
を
侵
害
し
て
は
な

ら
な
い
」と
発
言
す
る
。
メ
ル
ケ
ル
首
相
も「
渡
航
や
移
動
の

自
由（D

ie R
eise-und B

ew
egungsfreiheit

）が
苦
難
の
末
に

勝
ち
取
ら
れ
て
き
た
権
利（ein schw

er erkäm
pftes R

echt

）

で
あ
る
こ
と
を
経
験
し
て
き
た
私
の
よ
う
な
人
間
に
と
り
、

そ
の
よ
う
な
諸
制
限〔
休
業
措
置
や
学
校
閉
鎖
等
〕は
絶
対
的

な
必
要
性
の
場
合
に
だ
け
し
か
正
当
化
で
き
な
い
。
そ
う
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
は
民
主
主
義
で
は
決
し
て
安
易
に
決
め

ら
れ
て
は
な
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
一
時
的
に
留
め
る
べ
き
」

と
発
言
し
た
。
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
こ
の
短
い
演
説
で
四
回
も

「
民
主
主
義
」に
言
及
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
が「
感
染
防
止
」と

「
経
済
」と
い
う
視
点
か
ら
し
か
議
論
さ
れ
な
い
日
本
と
異
な

り
、
法
律
レ
ベ
ル
で
あ
っ
て
も
「
個
人
の
権
利
・
自
由
」「
民

主
主
義
」
の
視
点
か
ら
「
強
制
措
置
」
の
危
険
性
を
懸
念
す
る

独
仏
の
視
点
は
、
日
本
の
議
論
で
も
念
頭
に
置
か
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
強
制
措
置
の
危
険
性
等
に
つ
い
て
は
海
渡
論
文
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
特
集
で
は
各
界
を
代
表
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
論

者
の
コ
メ
ン
ト
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
コ
メ
ン
ト

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
め
ぐ
る
安
倍
政
権
の
対
応
、

そ
し
て
「
今
後
の
日
本
の
あ
る
べ
き
姿
」
に
関
し
て
重
要
な

示
唆
を
与
え
る
。

 

（「
法
と
民
主
主
義
」編
集
委
員
会
　
飯
島
滋
明
）
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